


2

広報まつかわ

あなたの想いを生かします

　

最
近
、
燃
や
す
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
代
表
者
か
ら
、「
ご
み

の
大
量
排
出
が
あ
る
。」
ま
た
、

事
業
所
の
方
か
ら
、「
事
務
所

の
ご
み
処
理
方
法
を
教
え
て
ほ

し
い
。」な
ど
の
相
談
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
事
務
所
や
店
舗
か

ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
処
理
方

法
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

店
舗
・
工
場
・
事
務
所
な
ど

で
の
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ

た
廃
棄
物
の
う
ち
、
法
律
で
規

定
さ
れ
た
「
産
業
廃
棄
物
」
以

外
を
、「
事
業
系
一
般
廃
棄
物
」

と
い
い
、
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①
事
業
所
、事
務
所
、店
舗
か
ら

出
る
紙
く
ず
・
ダ
ン
ボ
ー
ル

な
ど

②
飲
食
店
、
食
料
品
店
か
ら
出

る
残
飯
・
塵
芥
類
・
紙
コ
ッ

プ
・
割
り
ば
し
な
ど

③
従
業
員
の
飲
食
に
よ
り
出
る

生
ご
み
・
空
き
缶
・
空
き
ビ

ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

　

事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
る

廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
法
律
で

「
事
業
者
は
、
自
ら
の
責
任
に

ご
存
知
で
す
か
、事
業
系

一
般
廃
棄
物
の
処
理
方
法

新
し
い
「
燃
や
す
ご
み
袋
」
の
値
段
は
？

・
現
在
の
紙
袋
は
、大
袋
が　

袋
９
５
０
円
程
度
で
販
売
さ
れ

１０

て
い
ま
す
。（
１
袋
あ
た
り
、処
理
手
数
料　

円（
小
袋　

円
）、

６０

３０

袋
代　

円
程
度
）

３５

・
新
し
い
袋
で
は
、袋
代
が
若
干
安
く
な
る
見
込
み
で
す
。

現
行
の
「
廃
プ
ラ
の
袋
」
が
余
っ
た
ら
、
ど
う
す
る
の
？

・
埋
立
ご
み
、
古
衣
料
の
袋
と
し
て
使
用
が
可
能
で
す
。

・
廃
プ
ラ
の
袋
を
「
燃
や
す
ご
み
袋
」
と
し
て
使
用
は
で
き
ま

せ
ん
。

ご
み
袋
に
つ
い

ご
み
袋
に
つ
い
てて

紙
製
「
燃
や
す
ご
み
袋
」
は
、
い
つ
ま
で
使
え
ま
す
か
？

袋
は
、
返
品
で
き
ま
す
か
。

・
使
用
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
手
元
に
な
く
な
る
ま
で
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

・
返
品
、
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

新
し
い
「
燃
や
す
ご
み
袋
」
は
、
い
つ
か
ら
販
売
し
ま
す
か
？

・
８
月　

日
以
降
の
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
と
同
じ
の
小
売
店

１４

で
販
売
し
ま
す
。

新
し
い
「
燃
や
す
ご
み
袋
」
は
、
い
つ
か
ら
使
え
ま
す
か
？

・
９
月
３
日
の
排
出
日
か
ら
で
す
。

・
そ
れ
以
前
に
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
９
月
３
日
か
ら
収

集
し
ま
す
。

新
し
い
「
燃
や
す
ご
み
袋
」
は
、
小
袋
を
作
成
し
ま
す
か
？

・
小
袋
も
作
成
し
ま
す
。

ＱＡＡ Ｑ ＱＡＡ Ｑ

ＱＡＡ Ｑ

 
３６０mm×８００mm
マチ７０mm

 
３４０mm×６５０mm
マチ６０mm

　

現
在
建
設
中
の
新
し
い
ご
み
焼
却
施
設
【
稲
葉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
】（
飯
田
市
下
久
堅
）
で
は
、
平
成　

年
９
月
よ
り
、
ご
み
の
受
入
れ
・
試
験
焼
却

２９

を
開
始
し
、　

月
か
ら
本
稼
働
す
る
予
定
で
す
。
新
施
設
で
は
、
現
行
の
「
燃
や
す
ご
み
」
と
「
廃
プ
ラ
」
を
一
緒
に
焼
却
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

１２

ご
み
分
別
の
変
更
に
つ
い
て
、
説
明
会
な
ど
を
実
施
し
た
中
で
い
た
だ
い
た
質
問
を
Q
&
A
形
式
で
ま
と
め
ま
し
た
。
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お
い
て
適
正
に
処
理
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」と
定
め
て
お
り
、

量
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
家

庭
系
一
般
廃
棄
物
を
対
象
と
す

る
、
燃
や
す
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
や
一
般
ご
み
集
積
所
に
、
排

出
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

事
業
系
一
般
廃
棄
物
は
、
次

の
方
法
で
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

①
資
源
物
回
収
業
者
へ
引
き
取

り
を
依
頼
（
紙
類
、
缶
、
ビ

ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）

②
収
集
運
搬
許
可
業
者
へ
処
理

を
委
託

③
桐
林
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
９
月
か
ら
、
稲
葉
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
）
へ
直
接
搬
入

（
燃
や
す
ご
み
）

・
桐
林
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

受
入
日
：
月
～
金
曜
日

（
祝
日
含
）

　

手
数
料
：　

㎏　

２
３
０
円

１０

　

電　

話
：　

－

７
４
７
４

２６

　

許
可
業
者
な
ど
ご
不
明
な
点

に
つ
い
て
は
、
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

６
月
に
、
町
内
の
複
数
箇
所
の
農
業
用
水
で
、「
上
流
か
ら
の
ご
み
が

溜
ま
り
、
そ
の
処
理
に
困
っ
て
い
る
」と
の
苦
情
が
連
続
し
て
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

状
況
を
確
認
す
る
と
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
や

調
理
く
ず
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
の
ほ
か
、

農
薬
の
ビ
ン
や
苅
草
な
ど
が
流
れ
て
き
て

い
ま
し
た
。

　

ご
み
を
、
河
川
や
井
水
へ
流
す
こ
と
は
、

不
法
投
棄
で
す
。
違
反
す
る
と
刑
罰
が
科

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
み
は
河

川
や
井
水
な
ど
に
は
捨
て
な
い
で
く
だ
さ

い
。

環
境
水
道
課　

環
境
係　

☎　

－

７
０
２
６

３６

ご
み
出
し
に
つ

ご
み
出
し
に
つ
いい
てて

乾
燥
剤
と
生
ご
み
を
合
わ
せ
る
と
発
熱
し
ま
せ
ん
か
？

・
乾
燥
剤
は
、
少
量
で
は
発
熱
す
る
危
険
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

生
ご
み
と
混
ぜ
合
わ
せ
な
い
よ
う
排
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
ま
で
の
「
廃
プ
ラ
」
の
中
で
、

「
燃
や
す
ご
み
」
で
出
せ
な
い
ご
み
は
あ
り
ま
す
か
？

・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
釣
り
竿
、
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
等
の
強
化
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
、
カ
ー
ボ
ン
、
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
製
品
は
、
燃
え

残
る
の
で
、
焼
却
処
理
に
適
し
ま
せ
ん
。
埋
立
ご
み
で
排
出

し
て
く
だ
さ
い
。

・
防
炎
加
工
品
（
カ
ー
テ
ン
等
）
は
販
売
店
に
引
き
取
り
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

・
詳
し
く
は
、
７
月
以
降
に
配
布
す
る
「
家
庭
ご
み
分
別
の
手

引
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
生
ご
み
」
と
「
廃
プ
ラ
」
を
、

一
つ
の
袋
に
混
ぜ
て
出
さ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か
？

・
あ
え
て
混
ぜ
て
排
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
袋
に
混
ぜ
る
、
袋
を
分
け
る
、
ど
ち
ら
で
も
ご
家
庭
の
ス
タ

イ
ル
で
結
構
で
す
。

こ
れ
ま
で
奨
め
ら
れ
て
い
た
、
生
ご
み
を
新
聞
紙
に
包
み
、

水
気
を
吸
い
取
る
こ
と
は
必
要
で
す
か
？

・
あ
え
て
新
聞
紙
に
包
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
水
気
が
多
い
と
、
ご
み
の
重
量
が
多
く
な
り
、
焼
却
経
費
が

増
大
し
ま
す
。
水
切
り
に
は
継
続
し
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

河
川
や
井
水
は
、
ご
み
箱
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ＱＡＱＡ ＱＡ

ＱＡＱＡ
廃
プ
ラ
を
燃
や
せ
る
な
ら
、
プ
ラ
製
容
器
包
装
も
燃
や
し
た
ら

良
い
の
に
。

・
プ
ラ
製
容
器
包
装
は
、
国
の
仕
組
み
の
中
で
、
製
造
業
界
が

リ
サ
イ
ク
ル
処
理
の
負
担
を
し
て
い
ま
す
。
当
面
は
、
分
別

を
継
続
し
ま
す
。

大
量
の
燃
や
す
ご
み
は
、
稲
葉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
持
ち
込
み
で
き
ま
す
か
？

・
９
月
１
日
か
ら
、
稲
葉
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
直
接
搬
入
を
受
け
入
れ
ま
す
。

・
料
金
は
、　

㎏
あ
た
り
１
８
０
円
で
す
。

１０
稲
葉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　
　
　

☎　

－

６
４
８
８

４８

ＱＡ



4人のつながりを大切にします

広報まつかわ
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住みよいまちをつくります

　ニホンザルやニホンジカなどが農地や民家に出没します。農作物を食べるために、人里に寄ってきますが、
対策をしっかりすることで、野生鳥獣の侵入を防ぎ、農作物への被害を軽減することができます。皆さんで一
緒に野生鳥獣から農作物を守りましょう。

１　野菜くずや廃果の処分できていますか？
　野生鳥獣を人里に寄せ付けないためには、エサとなるものを置かないことが重要です。野菜くずや廃果など
は、穴を掘って土でしっかり埋めるなど対策を行ってください。せっかく掘った穴も埋めないとエサ場になっ
てしまいます。

２　自ら捕獲してみませんか？
　平成２９年度の狩猟免許（初心者）講習会と狩猟免許試験が
開催されます。ニホンザル・ニホンジカなどは、狩猟鳥獣に定
められており、捕獲するには狩猟免許が必要になります。２９
年度より、新規に狩猟免許を取得された方に助成金を交付す
る制度が新設されました。『自分の農地は自分で守る！』とい
う意識で、この機会にぜひ狩猟免許の取得をご検討ください。

初心者狩猟免許試験講習会狩猟免許試験
会場日程会場日程

木曽合同庁舎８月３１日（木）上小森林センター９月１０日（日）第２回
上小森林センター

９月２日（土）
飯田合同庁舎８：００～１７：００

飯田合同庁舎松本合同庁舎
松本合同庁舎

 申込期間　８月７日～８月１８日 
大町合同庁舎９月４日（月）
北信合同庁舎９月２１日（木）県営総合射撃場（辰野町沢底）１０月３日（火）第３回
県営総合射撃場

９月２６日（火）
長野合同庁舎８：３０～１７：００

（辰野町沢底）
 申込期間　９月４日～９月１５日 

長野合同庁舎
佐久合同庁舎２月８日（木）佐久合同庁舎　　松本合同庁舎２月１７日（土）第４回
飯田合同庁舎

２月１０日（土）
飯田合同庁舎　　長野合同庁舎８：００～１７：００

松本合同庁舎
 申込期間　１月１５日～１月２６日 

長野合同庁舎
＊講習会や試験に申込みを希望される方は、ご相談ください。

　　　産業観光課　農林係・農業振興係　☎３６－７０２７

○狩猟免許取得助成金
　対象者：町内在住で新規に狩猟免許
　　　　　（第１種・第２種・あみ・わな）
　　　　　を取得し、有害鳥獣捕獲に従事
　　　　　する方
　助成金：狩猟免許１種類につき、５０００円
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平成２９年度 国民健康保険税が決定しまし平成２９年度 国民健康保険税が決定しましたた
～「資産割」の税率が引き下げとなります～「資産割」の税率が引き下げとなります～～

　平成２９年度の松川町国民健康保険税が以下のように決定しました。
　平成２８年度の医療費が前年度に比べて減少したことなどから、税率が引き下げとなりました。

◆国民健康保険税の計算方法
　国民健康保険税は医療分・支援金分・介護分で構成されており、それぞれに税率・税額が定められています。
　それらを足したものが１年間の保険税額になります。

◆平成２９年度の税率・税額　所得割・均等割・平等割は据え置き、資産割を引き下げています。

平成２９年８月から７０歳以上の方の高額療養費制度が改正されま平成２９年８月から７０歳以上の方の高額療養費制度が改正されますす
　１カ月の医療費の自己負担額が高額になった場合、限度額を超えた分が申請により高額療養費として支給され
る制度です。７０歳～７４歳の国民健康保険の方と、７５歳以上の後期高齢者医療保険の方の限度額が平成２９年８月か
ら変更になります。

◆平成２９年８月からの自己負担限度額（月額）

○国民健康保険の加入・脱退や、高額療養費の申請などに関する問合せ　　　保健福祉課　保健予防係 ☎３６－７０３４

○国民健康保険税に関する問合せ　　　　住民税務課　徴収係　☎３６－７０４６

○後期高齢者医療保険に関する問合せ　　　　保健福祉課　高齢者係　☎３６－７０２２

外来+入院…世帯単位所得区分住　民　税
外来…個人負担

８万１００円＋（医療費－２６万７０００円）×１％５万７６００円（１万３２００円増）自己負担割合が３割の方
課税世帯

５万７６００円（１万３２００円増）１万４０００円（２０００円増）上記以外の方

１万５０００円８０００円世帯の各所得が、必要経費・控除を
差引くと０円になる方非課税世帯

２万４６００円８０００円上記以外の方
　※８月から翌年７月までの外来自己負担額の上限１４万４０００円が新たに設けられました。（自己負担割合が３割の方を除く）

税率

計算方法区分 介　護　分
４０歳～６４歳までの方の
介護保険料に充てられる

支　援　金　分
後期高齢者医療保険制度の

支援に充てられる

医　療　分
国民健康保険加入者の
医療費に充てられる

３.１０％３.４０％５.８５％
（前年の所得額－３３万円）

×税率
所得割

５.００％
（８.３０％）

５.００％
（１０.３０％）

５.００％
（１１.００％）

固定資産税額×税率
資産割

（前年度）

９５００円９５００円１万５０００円加入被保険者１人当たり定額均等割

６５００円７８００円１万３３００円１世帯当たり定額平等割
　※平成30年度からの国民健康保険制度広域化（県単位化）に伴い、町では将来的に資産割を廃止し、所得割、均等割、平等割
　　の３方式にしていきます。その移行期間として、今回、資産割を引き下げました。

医　療　分
国保加入者全員

介　護　分
４０～６４歳の国保加入者のみ

支援金分
国保加入者全員 国民健康保険税＋ ＋ ＝
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広報まつかわ

あなたの想いを生かします

　

毎
月
末
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
よ
り
ス
ム
ー
ズ
で
正
確
な
検
針
の
た
め
に
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
管
理
に
つ
い
て
各
ご
家
庭
な
ど
で
ご
留
意
を
お
願
い
し
ま

す
。・

防
寒
材
が
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
入
っ
て
い
る
場
合
は
、
取
り
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
ボ
ッ
ク
ス
周
囲
は
除
草
・
刈
り
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
犬
は
ボ
ッ
ク
ス
周
囲
か
ら
１
ｍ
以
上
離
れ
た
と
こ
ろ
に
つ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

・
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
駐
車
も

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
ボ
ッ
ク
ス
の
近
く
に
障
害
と
な
る
も
の
（
柵
・
植
木
な
ど
）
は

設
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
ボ
ッ
ク
ス
内
に
落
ち
葉
や
ゴ
ミ
な
ど
が
た
ま
っ
て
い
る
場
合
は
、

清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。

検
針
票
の
確
認
を

　

検
針
時
に
は
毎
回
、
検
針
票（
水
道
使
用

量
の
お
知
ら
せ
）
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

検
針
票
に
は
お
知
ら
せ
欄
が
設
け
て
あ

り
、
検
針
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
や
、
水

量
に
異
常
が
あ
っ
た
場
合
に
内
容
が
表
示

さ
れ
ま
す
。
漏
水
な
ど
の
早
期
発
見
に
も

つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
毎
月
検
針
票
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。環

境
水
道
課　

上
下
水
道
係　

☎　

－

７
０
２
６

３６

町
営
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

町
営
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
にに

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！！

　

町
で
は
、住
民
税
が
非
課
税

の
世
帯
を
対
象
に
臨
時
福
祉
給

付
金（
経
済
対
策
分
）を
支
給
し

て
い
ま
す
。受
付
期
限
は
、８
月

　

日（
木
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

３１ま
だ
手
続
き
を
済
ま
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、期
限
ま
で
に
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
支
給
要
件

　
（
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
）

・
平
成　

年
１
月
１
日
に
お
い

２８

て
、松
川
町
に
住
民
登
録
さ
れ

て
い
る
方
。

・
平
成　

年
度
の
住
民
税
が
非

２８

課
税
の
方
。

　
（
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

る
方
の
扶
養
親
族
は
除
く
）

・
生
活
保
護
制
度
な
ど
の
給
付

を
受
け
て
い
な
い
方
。

○
給
付
金
額　

１
万
５
千
円

○
受
付
時
間　

８
時　

分
～

３０
　

時　

分

１７

１５

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

保
健
福
祉
課　

福
祉
係

　

☎　

－

７
０
２
２

３６

○「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と

　
「
若
年
者
猶
予
制
度
」

　

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。
在
学
中
の
方
は

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」、
学
生

で
な
い　

歳
未
満
の
方
は
「
若

５０

年
者
猶
予
制
度
」
が
利
用
で
き

ま
す
。
保
険
料
の
納
付
が
難
し

い
と
き
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

住
民
税
務
課　

住
民
係　

緯　

－

７
０
２
４

３６

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
ににににににににににににににににににににに
ななななななななななななななななななななな
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ららららららららららららららららららららら
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

　

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金 
～
今
の
自
分
、未
来
の
自
分
の
た
め
に

～
今
の
自
分
、未
来
の
自
分
の
た
め
に
～～

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２０００００００００００００００００００００２０
　

国
民
年
金
は
、　

歳
に
な
っ
た
ら
誰
も
が
加
入
す
る
保
険
制
度
で
、

２０

老
齢
に
な
っ
た
り
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
障
が
い
者
に
な
っ
た
と
き
に
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。　

歳
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
自
動
的
に
加
入

娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃

２０

さ
れ
ま
せ
ん
。
必
ず
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃

○
加
入
手
続
き
の
仕
方

　

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

　
　

歳
到
達
月
の
前
月
に
年
金

２０
事
務
所
よ
り
加
入
に
関
す
る
書

類
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
送
付
書

類
中
の
「
資
格
取
得
届
書
」
を

役
場
ま
た
は
飯
田
年
金
事
務
所

に
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で

国
民
年
金
加
入
手
続
き
の
完
了

と
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
ご

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

飯
田
年
金
事
務
所　

☎　

－

３
６
４
１

２２

『
臨
時
福
祉
給
付
金

（
経
済
対
策
分
）』

の
申
請
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
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いっしょに育てよう　一人ひとりが輝く　笑顔あふれるまち　まつかわ

ご希望の方はコミュニティ・カフェに入会のうえ、ご参加ください。

講演時間　14：00～15：00
講演場所　老人福祉センターコミュニティ・カフェ よろず講演会８月
講　師内　容日　程

ボイストレーナー　ソプラノ歌手 浦野　純子 氏いきいき歌ヨガクラブ８月８日（火）

下伊那赤十字病院　耳鼻咽喉科 横田　陽一 氏めまいと耳鳴り８月９日（水）

宮下歯科医院院長 宮下　俊弘 氏健康長寿はお口から８月３０日（水）

地域包括支援センター　緯36－6800

平
成　

年
度

２９

夏
季
自
衛
官
等
募
集
案
内

○
一
般
曹
候
補
生

○
自
衛
官
候
補
生

資　
　

格　
　

歳
以
上

１８

　
　
　
　
　
　

歳
未
満
の
男
女

２７

受
付
期
間　

７
月
１
日

～
９
月
８
日

一
次
試
験　

９
月　

日
・　

日

１６

１７
（
学
科
）

○
航
空
学
生

資　
　

格　

高
卒（
見
込
含
）

　
　
　
　
　
　

歳
未
満
の
男
女

２１

（
航
空
）

　
　
　
　
　
　

歳
未
満
の
男
女

２３

（
海
上
）

受
付
期
間　

７
月
１
日

～
９
月
８
日

一
次
試
験　

９
月　

日（
学
科
）

１８

○
防
衛
大
学
校　

学
生

資　
　

格　

高
卒（
見
込
含
）

　
　
　
　
　
　

歳
未
満
の
男
女

２１

【
推
薦
試
験
】

受
付
期
間　

９
月
５
日
～
７
日

試
験
期
日　

９
月　

日
・　

日

２３

２４

【
総
合
選
抜
】

受
付
期
間　

９
月
５
日
～
７
日

一
次
試
験　

９
月　

日（
学
科
）

２３

【
一
般
（
前
期
）】

受
付
期
間　

９
月
５
日
～　

日
２９

一
次
試
験　
　

月
４
日
・
５
日

１１

（
学
科
）

○
防
衛
医
科
大
学
校

　

医
学
科
学
生

資　
　

格　

高
卒（
見
込
含
）

　
　
　
　
　
　

歳
未
満
の
男
女

２１

受
付
期
間　

９
月
５
日
～　

日
２９

一
次
試
験　
　

月　

日
・　

日

１０

２８

２９
（
学
科
）

○
防
衛
医
科
大
学
校

　

看
護
学
科
学
生

資　
　

格　

高
卒（
見
込
含
）

　
　
　
　
　
　

歳
未
満
の
男
女

２１

受
付
期
間　

９
月
５
日
～　

日
２９

一
次
試
験　
　

月　

日（
学
科
）

１０

１４

　

資
格
な
ど
に
つ
い
て
は
、
条

件
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

飯
田
出
張
所

☎　

－

２
６
１
３

２２

　

就
職
希
望
者
の
た
め
の
町
内

企
業
に
よ
る
合
同
企
業
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
午
後
に
は
企

業
見
学
を
行
い
ま
す
。

　

町
内
の
企
業
な
ど
で
働
い
て

み
た
い
と
考
え
て
い
る
方
な
ら

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

松
川
町
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

第
六
十
七
回“ 
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
” 
に
つ
い
て

保
護
司　

井
口　

啓
子

　

こ
の
運
動
は
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
過
ち
を

犯
し
た
人
の
立
ち
直
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
安
全
安
心
な
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
全
国
的

な
運
動
で
す
。

　

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
を
地
域
か
ら
排
除
し
た
り
、
孤
立
さ
せ
た
り

す
る
の
で
は
な
く
、適
切
な「
仕
事
」や「
居
場
所
」の
確
保
を
通
じ
て
、責

任
あ
る
社
会
の
一
員
と
な
る
よ
う
支
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

当
町
で
も
、「
お
互
い
に
挨
拶
を
交
わ
し
あ
い
、
地
域
の
繋
が
り
を
深

め
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
お
は
よ
う
」と
挨
拶
を
交
わ
す
こ
と
で
、何
か
う
れ
し
く
な
っ
て
き
ま

せ
ん
か
？
挨
拶
か
ら
始
ま
る
一
日
が
、お
互
い
の
繋
が
り
を
実
感
し
、さ

さ
や
か
で
も
犯
罪
の
抑
止
の
一
助
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

  
ど
う
か
こ
の
取
り
組
み
の
意
義
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
町
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
あ
る
「
挨
拶
」
の
実
践
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

　

８
月　

日
（
木
）

１７

　
　

時
～　

時

１０

１２

　

中
央
公
民
館
え
み
り
あ

　
　

時
～　

企
業
見
学

１３
＊
参
加
無
料

＊
企
業
見
学
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
８
月　

日
（
月
）
ま
で

１４

に
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　

産
業
観
光
課

　
　
　
　

商
工
観
光
係

☎　

－

７
０
２
７

３６



12人のつながりを大切にします

広報まつかわ

Ｑ　
１
歳
半
の
男
の
子
で
す
。　

離
乳
食
の
努
力
を
し
な
か
っ
た

の
が
原
因
な
の
か
、
好
き
嫌
い
が
多
く
、
見
た
目
だ
け
で
食
べ

て
く
れ
ま
せ
ん
。
保
育
園
に
入
園
し
て
か
ら
給
食
を
食
べ
ら
れ

る
の
か
不
安
で
す
。

Ａ　
保
育
園
で
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
に
合
わ
せ
一
口
ず
つ
か
ら
始
め
た
り
、
お
友
だ

ち
や
先
生
と
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
食
事
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
刺
激
を
受
け
な

が
ら
苦
手
な
物
も
少
し
ず
つ
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
ら
安
心
し
て
く
だ

さ
い
。「
今
に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
」
と
大
き
な
気
持
ち
で
見
守
り
、
少
し
で

も
食
べ
ら
れ
た
ら
「
偉
か
っ
た
ね
」「
す
ご
い
ね
」
な
ど
と
褒
め
ま
し
ょ
う
。
褒
め

ら
れ
た
こ
と
で
自
信
が
つ
き
、「
次
も
頑
張
ろ
う
」
と
や
る
気
に
つ
な
が
り
ま
す
。

Ｑ　
ま
も
な
く
２
歳
に
な
る
女
の
子
で
す
。　

最
近
、
お
し
っ
こ

を
し
た
と
き
に
じ
っ
と
動
か
な
く
な
っ
た
り
、
お
む
つ
の
あ
た

り
を
さ
わ
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
だ
、
言
葉
で
「
お
し
っ
こ
」
と

伝
え
に
来
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
ろ
そ
ろ
ト
イ
レ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
始

め
た
ら
良
い
で
す
か
。

Ａ　
ま
ず
は
気
楽
な
気
持
ち
で
始
め
ま
し
ょ
う
。
機
嫌
の
良
い
時
に
ト
イ
レ
に
誘
い
、

お
し
っ
こ
が
出
な
く
て
も
座
れ
た
ら
褒
め
、
偶
然
で
も
で
き
た
時
に
は
「
す
ご
い

ね
」「
お
し
っ
こ
出
た
ね
」
と
た
く
さ
ん
褒
め
ま
し
ょ
う
。
ト
イ
レ
の
壁
に
好
き
な

物
の
絵
を
貼
る
な
ど
し
て
、「
ト
イ
レ
＝
楽
し
い
所
」
に
し
た
い
で
す
ね
。
で
き
た

り
で
き
な
か
っ
た
り
の
繰
り
返
し
で
す
が
、
気
長
に
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

Ｑ　
３
歳
５
カ
月
の
男
の
子
で
す
。　

顔
を
見
合
わ
せ
よ
う
と
し

て
も
目
線
が
合
い
ま
せ
ん
。
一
つ
の
こ
と
に
執
着
し
て
、
同
じ

物
を
食
べ
続
け
た
り
、
同
じ
も
の
で
遊
び
続
け
た
り
し
て
い
ま

す
。
言
葉
も
少
な
く
、
障
が
い
が
あ
る
の
で
は
と
心
配
で
す
。

Ａ　
発
達
は
ひ
と
り
ひ
と
り
違
い
ま
す
。
日
々
の
生
活
の
中
で
お
子
さ
ん
の
様
子
を

見
て
、
ど
ん
な
時
に
目
が
合
い
、
ど
ん
な
時
に
目
が
合
わ
な
い
の
か
、
小
さ
い
頃
の

様
子
は
、
話
せ
る
言
葉
は
…
、
な
ど
記
録
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
お
子
さ
ん
の
成
長
が

見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
気
に
な
る
よ
う
な
ら
、
支
援
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
保
健
師
や
心
理
士
と
一
緒
に
お
子
さ
ん
の
成
長
を
考

え
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　
５
歳
の
男
の
子
で
す
。　

社
会
性
に
乏
し
く
、
友
だ
ち
と
遊

ん
で
い
て
気
に
入
ら
な
い
と
大
声
を
出
し
て
怒
り
、
衝
動
的
に

相
手
の
子
を
け
っ
た
り
叩
い
た
り
し
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
感
情
を
抑
え
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　
ま
ず
は
お
子
さ
ん
を
ギ
ュ
ッ
と
抱
き
し
め
、
落
ち
着
か
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

落
ち
着
い
た
ら
し
っ
か
り
と
お
子
さ
ん
の
気
持
ち
を
聞
き
「
そ
れ
は
悲
し
か
っ
た

ね
」
と
受
け
止
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
前
に
止
め
、「
○
○
っ
て

言
う
ん
だ
よ
」と
言
葉
で
の
伝
え
方
を
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
上
手
に
言
え
た
こ

と
や
仲
良
く
遊
べ
て
い
る
こ
と
を
褒
め
「
こ
れ
で
い
い
ん
だ
」
と
い
う
経
験
を
繰
り

返
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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Ｑ　
妹
が
い
る
２
才　

ヵ
月
の
女
の
子
で
す
。　

育
児
休
業
が
明
け
、

１０

子
ど
も
を
保
育
園
に
預
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
か
ら

赤
ち
ゃ
ん
返
り
が
は
じ
ま
り
、
寝
る
時
も
泣
い
て
、
抱
っ
こ
や
お

ん
ぶ
で
寝
か
せ
て
い
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　
お
母
さ
ん
の
大
変
な
気
持
ち
も
小
さ
い
な
が
ら
に
わ
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

よ
。
で
も
「
わ
た
し
を
見
て
」
と
訴
え
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
下
の
子
が
寝
て
い

る
間
や
、
お
家
の
人
の
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば
下
の
子
を
預
け
て
、
一
対
一
の
時
間
を

一
日
５
分
で
も
つ
く
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
の
中
で
、

絵
本
を
読
む
二
人
だ
け
の
時
間
。
そ
の
時
に
「
い
つ
も
忙
し
く
て
ご
め
ん
ね
、
あ
な

た
の
こ
と
が
一
番
大
好
き
よ
」
と
優
し
く
伝
え
る
こ
と
で
、
お
子
さ
ん
は
安
心
す
る

と
思
い
ま
す
。

Ｑ　
４
歳
の
女
の
子
で
す
。　

お
絵
描
き
が
好
き
で
友
だ
ち
と
仲

良
く
絵
を
描
い
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
い
つ
も
友
だ
ち
の
絵
を

真
似
て
描
い
た
も
の
ば
か
り
で
す
。
自
分
の
描
き
た
い
も
の
を

描
い
て
ほ
し
い
と
思
う
の
で
す
が
…
。

Ａ　
上
手
に
描
け
た
か
で
は
な
く
、
楽
し
く
描
け
た
か
が
大
切
で
す
。
何
気
な
い
一

言
で
お
子
さ
ん
は
苦
手
意
識
を
も
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
が

絵
を
描
い
た
ら
ど
ん
な
絵
で
も
「
上
手
に
描
け
た
ね
」「
大
き
く
描
け
た
ね
」
と
褒

め
、「
こ
れ
で
良
か
っ
た
ん
だ
」
と
い
う
経
験
を
た
く
さ
ん
さ
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。
褒
め
ら
れ
る
こ
と
で
自
信
が
つ
き
、
自
分
ら
し
い
絵
が
描
け
る
よ
う
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

Ｑ　
２
歳
の
男
の
子
で
す
。　

い
た
ず
ら
っ
こ
で
注
意
し
て
も
全

然
聞
い
て
く
れ
ま
せ
ん
。
つ
い
感
情
で
叱
り
つ
け
、
と
き
に
は

た
た
い
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。虐
待
を
し
て
い
る
つ
も

り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、ど
の
よ
う
に
叱
っ
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

う
。Ａ　

お
子
さ
ん
の
様
子
を
よ
く
見
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ど
ん
な
時
に
お
子
さ
ん
は
い

た
ず
ら
を
す
る
の
で
し
ょ
う
？
お
子
さ
ん
は
「
ぼ
く
を
見
て
」
と
い
う
気
持
ち
を
う

ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
子
さ
ん
が
良
い
こ
と
を
し
た
時
に

は
褒
め
、
い
た
ず
ら
を
し
た
時
に
は
少
し
知
ら
ん
ぷ
り
を
す
る
。
良
い
行
動
を
し

た
ら
す
か
さ
ず
褒
め
る
。
そ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
く
中
で
、
い
た
ず
ら
を
し
て
も

お
母
さ
ん
が
こ
っ
ち
を
向
い
て
く
れ
な
い
と
わ
か
る
と
、
い
た
ず
ら
は
少
し
ず
つ

減
る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　
５
歳
の
男
の
子
で
す
。　

最
近
、
子
ど
も
が
自
分
が
し
た
こ

と
で
も
、「
ぼ
く
じ
ゃ
な
い
、
○
○
ち
ゃ
ん
が
や
っ
た
」
と
嘘
を

つ
き
ま
す
。
厳
し
く
叱
る
の
で
す
が
、
嘘
を
つ
く
こ
と
が
続
い

て
い
ま
す
。
ど
う
や
っ
て
関
わ
っ
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
。

Ａ　
お
子
さ
ん
は
ど
ん
な
時
に
嘘
を
つ
く
の
で
し
ょ
う
か
。
自
分
を
見
て
ほ
し
い
た

め
の
嘘
か
、
そ
れ
と
も
自
分
を
守
ろ
う
と
し
て
つ
い
た
嘘
か
。
そ
れ
に
よ
っ
て
対

応
が
違
っ
て
き
ま
す
。
ど
ち
ら
も
ま
ず
は
大
人
が
落
ち
着
い
て
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

前
者
の
場
合
は
お
子
さ
ん
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
話
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
上
で

嘘
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
伝
え
ま
し
ょ
う
。
後
者
の
場
合
は
嘘
を
つ
い
た
こ
と
や

人
の
せ
い
に
し
た
こ
と
で
は
な
く
、
自
分
が
や
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
何
が
い
け
な

か
っ
た
の
か
、
ど
う
し
た
ら
良
か
っ
た
の
か
を
、
は
っ
き
り
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
話
が
聞
け
た
こ
と
や
、
反
省
で
き
た
こ
と
を
し
っ
か
り
と
褒
め
ま
し
ょ
う
。

　

子
育
て
は
保
護
者
の
思
い
ど
お
り
に
い
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
対
話
や
ふ
れ
あ

い
な
ど
、
日
頃
の
生
活
の
営
み
の
な
か
で
子
ど
も
の
あ
り
の
ま
ま
を
受
け
と
め
る
こ
と

で
、
子
ど
も
は
す
く
す
く
と
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
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住みよいまちをつくります

松
川
高
等
学
校

　

６
月
９
日
か
ら　

日
ま
で
、

１１

今
年
で
６
年
目
に
な
る
東
北
支

援
・
交
流
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
に
育
て
て
い
た

だ
い
た
花
を
、同
窓
会
の
方
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、笑
顔

と
一
緒
に
石
巻
市
の
仮
設
住
宅

や
湊
小
学
校
、水
産
高
校
等
へ

届
け
る
こ
と
が
で
き
、大
変
喜

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
福
島
県
南
相
馬
市
小

高
区
役
所
を
訪
問
し
、現
在
の

状
況
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
、

区
内
を
見
学
し
ま
し
た
。改
め

て
震
災
の
悲
惨
さ
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
様
か
ら
心
の
こ

も
っ
た
支
援
物
資
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

双
葉
保
育
園

　

園
周
辺
に
は
福
祉
施
設
が
た

く
さ
ん
あ
り
、今
年
は
各
ク
ラ

ス
交
流
場
所
を
決
め
、施
設
に
出

か
け
て
は
、季
節
の
歌
を
歌
っ

た
り
ダ
ン
ス
を
見
て
も
ら
っ
た

り
、手
遊
び
・
わ
ら
べ
歌
を
し
て

ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

お
年
寄
り
か
ら
は
、「
可
愛
く
て

見
と
る
だ
け
で
ホ
ッ
と
す
る
」「
元

気
を
も
ら
え
る
」と
言
っ
て
い

た
だ
き
、子
ど
も
た
ち
は「
次
は

な
に
見
せ
て
や
る
？
」「
こ
れ
喜

ぶ
か
な
ぁ
」と
、楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。地
域
の
方
と
の
交
流

を
通
し
て
、思
い
や
り
の
気
持

ち
や
優
し
さ
が
育
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
見
て
み
て
！

花
と
い
う供
笑
顔
僑を

東
北
へ

松
川
北
小
学
校

　

６
月
２
日
、１
年
生
の
保
護

者
の
皆
様
を
対
象
に
、給
食
試

食
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。学

校
給
食
へ
の
理
解
・
関
心
を
深

め
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。当
日

は
、１
年
生
が
給
食
を
準
備
す

る
様
子
か
ら
参
観
し
て
、児
童

と
一
緒
に
食
べ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。保
護
者
の
方
々
が
見
守

る
中
、協
力
し
て
準
備
を
進
め

る
１
年
生
、い
よ
い
よ「
い
た
だ

き
ま
す
。」の
時
間
で
す
。こ
の

日
の
給
食
は
、ご
飯
・
牛
乳
・
和

風
ポ
ト
フ
・
鮭
の
み
そ
マ
ヨ
や

き
・
春
雨
の
酢
の
物
で
し
た
。お

家
の
方
と
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し

な
が
ら
、和
や
か
で
楽
し
い
給

食
と
な
り
ま
し
た
。

給
食
試
食
会

松
川
中
央
小
学
校

　

６
月　

日
に
音
楽
会
が
行
わ

３０

れ
ま
し
た
。松
川
中
央
小
学
校

の
体
育
館
が
、す
て
き
な
音
楽

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

と
ん
が
り
帽
子
を
被
っ
た
１

年
生
は
、ボ
デ
ィ
ー
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
元
気
な
歌
声
を
聞
か

せ
て
く
れ
ま
し
た
。６
年
生
は
、

迫
力
の
あ
る
合
奏
と
美
し
い
歌

声
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

各
学
年
学

級
の
特
色

を
生
か
し

た
演
奏
で

し
た
。最
初

と
最
後
に

は
、全
校
合

唱
で
、子
ど

も
た
ち
の

笑
顔
の
輝

く
す
ば
ら

し
い
音
楽

会
と
な
り

ま
し
た
。

心
を
一
つ
に
奏
で
よ
う

笑
顔
の
輝
く
音
楽
会

松
川
中
学
校

　

６
月
に
行
わ
れ
た
中
体
連
下

伊
那
大
会
で
は
、松
川
中
学
校

の
選
手
が
活
躍
し
ま
し
た
。団

体
戦
で
は
、ど
の
部
活
動
も
初

戦
突
破
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
が
優
勝
、

剣
道
男
子
が
２
位
、サ
ッ
カ
ー
・

女
子
バ
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
３
位
。

男
・
女
卓
球
、女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
も
南
信
大
会
出
場
を
果
た
し

ま
し
た
。ま
た
、個
人
で
も
多
く

の
選
手
が
南
信
大
会
に
出
場
を

決
め
て
い
ま
す
。陸
上
部
に
は

県
大
会
出
場
を
決
め
た
選
手
も

い
ま
す
。今
後
の
活
躍
も
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
様
、町
や
地
域

の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

中
体
連
下
伊
那
大
会

大
活
躍
！
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８
月
は
花
火
大
会
が
一
年
で
最

も
多
く
開
催
さ
れ
る
月
で
す
。
そ

こ
で
今
月
は
、
花
火
に
関
す
る
本

を
紹
介
し
ま
す
。

「
花
火
の
図
鑑
」　　
 
泉
谷　

玄
作

　

そ
の
名
の
と
お
り
、
花
火
の
図

鑑
で
す
。
花
火
大
会
で
あ
が
る
花

火
の
種
類
を
ど
れ
だ
け
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
の
本
で
は
、
写
真
家
で
あ
る

筆
者
が
撮
影
し
た
花
火
の
と
て
も

鮮
や
か
な
写
真
と
と
も
に
、
花
火

が
図
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、花
火
の
歴
史
や
花
火
師
の

一
日
、全
国
の
花
火
大
会
の
日
程
な

ど
も
載
っ
て
い
る
た
め
、こ
の
本
を

読
め
ば
花
火
に
つ
い
て
と
て
も
詳

し
く
な
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

花
火
大
会
の
お
供
と
し
て
も
、夏

休
み
の
自
由
研
究
の
参
考
図
書
と

し
て
も
、お
す
す
め
の
一
冊
で
す
。

８
月
の
図
書
館
予
定

・
ま
ん
が
教
室
（
予
約
制
）

　
　
　

日
（
土
）　

時　

分
～

１２

１３

３０

●
お
た
の
し
み
会

　
　
　

日
（
土
）　

時　

分
～

１９

１０

３０

□
ノ
ン
タ
ン
の
会　

　
　
　

日
（
火
） 　

時　

分
～

２２

１０

３０

・
こ
ん
に
ち
は
絵
本　

ヶ
月

１１

　
　
　

日
（
木
）　

時　

分
～

２４

１０

３０

・
自
分
の
本
を
つ
く
る
会

　
　
　

日
（
金
）　

時　

分
～

２５

１９

３０

・
よ
み
ま
い
カ
ー

　
　
　

日
・　

日
（
土
）

１２

２６

毎週水曜日　休館日

８月

土金木水火月日

54321
1211109876
匡181716151413
26252423解2120

3130292827

松
川
町
図
書
館 　
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８
月
の
お
す
す
め
本

　

８
月
１
日
（
火
）
よ
り
、
読
書

手
帳
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

読
書
手
帳
と
は

　

図
書
館
で
の
本
の
貸
出
の

履
歴
を
記
録
す
る
た
め
の
手

帳
で
す
。

　

本
を
貸
出
し
た
時
に
、一

緒
に
本
の
書
名
な
ど
を
書
い

た
シ
ー
ル
を
お
渡
し
す
る
の

で
、手
帳
に
貼
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

薬
局
で
配
ら
れ
る
お
薬
手

帳
の
図
書
館
版
で
す
。

　

読
書
手
帳
を
利
用
い
た
だ
く
こ

と
で
、
読
書
の
経
験
が
形
に
残
り

ま
す
。
親
子
で
読
ん
だ
絵
本
の
記

録
を
残
し
た
り
、
自
分
が
ど
ん
な

本
を
読
ん
だ
か
を
す
ぐ
に
振
り

返
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

読
書
手
帳
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

金曜おはなし会
金曜日15：30

「
み
ん
な
の
は
な
び
」

お
く
は
ら　

ゆ
め

　

た
ぬ
き
の
ボ
ー
ち
ゃ
ん
や
う
さ

ぎ
の
う
っ
ち
ゃ
ん
な
ど
の
動
物
た

ち
が
夜
空
を
眺
め
て
い
る
と
、
大

き
な
音
が
し
て
、
空
が
い
ろ
い
ろ

な
色
で
光
り
ま
し
た
。
花
火
で
す
。

初
め
て
の
花
火
に
感
動
し
た
た
ぬ

き
の
ボ
ー
ち
ゃ
ん
の
体
に
突
然
、

変
化
が
…

　

花
火
を
見
た
と
き
の
感
動
や
驚

き
が
、
カ
ラ
フ
ル
な
水
彩
画
の
あ

た
た
か
い
絵
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

初
め
て
花
火
を
見
た
と
き
の
興
奮

が
蘇
っ
て
く
る
よ
う
な
絵
本
で
す
。

広
告

　

外
は
暑
い
で
す
が
、図
書
館
内
は

快
適
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、涼
し
く
し
て
あ
り
ま
す
。

　

夏
休
み
の
宿
題
や
読
書
だ
け
で

な
く
、
夕
涼
み
に
も
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
！
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